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連絡先

ヤマブドウNo.10

ヤマブドウ剪定の方法

樹形を整える目的のほか、結果母枝を確保するために、以下に留意し
冬期剪定を実施します。

①成木に達するまでは、樹形を整えることを優先する
②主枝を決定し、地際部から出た枝を切除する
③樹勢を観察し、適切な剪定の強さとする

　成木に達するまでは樹形を整えること
を優先し、樹冠を拡大させながら結実さ
せるように整枝剪定を実施します。
　ヤマブドウは樹勢が強いため、強剪定
を行うとますます伸長生長が促進されま
すので、あまり強い剪定を行いません。
また、地際部から発生した強勢の枝は間
引きで除去しましょう。

１　はじめに

剪定前 剪定後

充実した芽の手前で切る

剪定前 剪定後

２　生長が悪い場合
　生長が悪い場合（新梢の伸長生長がお
およそ１ｍ以下）は、樹勢回復を目的と
して剪定を実施します。樹勢を回復させ
るために強めの剪定とし、弱い枝は間引
きで除去し、強い枝を残しましょう。

３　生長がよい場合
　生長がいい場合（新梢の生長がおおよ
そ１ｍ以上）では、結実させながら樹冠
を拡大していくことを目的として整枝剪
定を行います。
　主枝が決定していますので、主枝をこ
れ以上拡げないようにし、今年伸びて木
化した熟梢のうち充実したものを結果母
枝とします。結果母枝は左右の主枝に均
等に配置し陽光採取の点でバランスを整
え、結果母枝数が多すぎる場合は、間引
き剪定で結果母枝本数を５～６本程度に
調整しましょう。

充実した熟梢を結果母枝とする

地際部から出た枝は全て間引きする

結果母枝数が多い時は間引きする

図　ヤマブドウの剪定方法

＜２年目の剪定のポイント＞

生長がよい場合

生長が悪い場合


